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〈
書

評
〉

長
谷
川
匡
俊
著

『
近
世
浄
土
宗
・
時
宗
檀
林
史
の
研
究
』（
法
藏
館
、
二
〇
二
〇
年
）

古

賀

克

彦

著
者（

（
（

は
日
本
（
仏
教
）
社
会
福
祉
史
の
泰
斗
で
あ
り
、
ま
た
、
自
坊
が
江
戸
時
代
に
浄
土
宗
関
東
十
八
檀
林
の
一
、
下
総
国
生

実
大
巌
寺
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
該
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
史
料
等
を
用
い
て
、
近
世
の
浄
土
宗
史
・
房
総
宗
教
史
・
念
仏
者
伝
の
調

査
・
論
文
化
に
努
め
て
き
た
。
今
回
、
そ
れ
ら
の
謂
わ
ば
集
大
成
と
し
て
、
表
題
に
掲
げ
た
五
百
頁
近
く
の
大
著
（
本
文
四
八
八

頁
・
索
引
九
頁
）
を
上
梓
し
た
（
以
下
、
本
書
と
呼
ぶ
）。
本
書
は
真
宗
を
除
く
、
近
世
関
東
浄
土
系
教
団
史
の
一
つ
の
到
達
点

と
目
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
に
そ
れ
を
評
し
、
そ
の
意
義
と
課
題
・
展
望
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
目
次
を
掲
げ
る
。
括
弧
内
は
初
出
年
で
あ
る
。
原
題
は
省
略
す
る
。

序第
一
部

関
東
浄
土
宗
教
団
の
末
寺
統
制
と
地
方
檀
林
の
歴
史
的
展
開

第
一
章

関
東
浄
土
宗
教
団
の
末
寺
統
制
と
学
寮
運
営
（
一
九
七
四
年
・
一
九
八
五
年
）

第
二
章

下
総
国
生
実
大
巌
寺
檀
林
の
学
寮
運
営
と
民
衆
教
化
（
一
九
七
〇
年
・
一
九
七
一
年
）

第
三
章

常
陸
国
江
戸
崎
大
念
寺
檀
林
の
学
寮
運
営
と
民
衆
教
化
（
一
九
七
四
年
）
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第
四
章

武
蔵
国
川
越
蓮
馨
寺
檀
林
の
学
寮
運
営
と
教
育
の
質
を
め
ぐ
る
課
題
（
二
〇
一
六
年
）

第
五
章

常
陸
国
瓜
連
常
福
寺
檀
林
の
学
寮
運
営
と
本
末
関
係
の
構
造
的
特
質
（
一
九
七
六
年
・
一
九
七
八
年
）

補
論
１

地
方
檀
林
の
経
営
体
質
を
め
ぐ
る
基
礎
情
報
─
四
檀
林
の
所
蔵
史
料
か
ら
─
（
一
九
七
二
年
）

補
論
２

檀
林
教
育
に
お
け
る
法
問
と
講
釈
（
一
九
八
八
年
）

第
二
部

檀
林
修
学
者
の
「
入
寺
帳
」
の
分
析
か
ら
み
え
て
く
る
も
の

第
一
章

増
上
寺
所
蔵
『
入
寺
帳
』
と
修
学
者
数
の
動
向
（
一
九
八
二
年
・
一
九
八
三
年
・
一
九
八
四
年
）

第
二
章

光
明
寺
所
蔵
『
入
寺
帳
』
の
分
析
か
ら
み
た
地
方
檀
林
の
実
況
（
一
九
七
五
年
）

第
三
章

名
越
派
二
檀
林
の
実
況
─
江
戸
後
期
「
入
寺
帳
」
の
分
析
を
通
し
て
─
（
一
九
九
三
年
）

第
三
部

時
宗
の
学
寮

第
一
章

学
寮
の
設
置
と
「
大
衆
帳
」
か
ら
み
え
て
く
る
も
の
（
一
九
八
二
年
・
一
九
七
四
年
）

第
二
章

学
寮
生
活
と
僧
侶
の
資
格
・
昇
進
（
一
九
八
二
年
・
一
九
七
四
年
）

付
録

史
料
紹
介
（「
学
寮
条
目
」「
両
本
山
条
目
」。
一
九
七
四
年
）

結
語

第
一
部
は
約
二
八
六
頁
、
第
二
部
は
約
一
一
六
頁
、
第
三
部
は
約
六
三
頁
、
よ
っ
て
第
一
部
に
最
も
比
重
が
あ
る
。
論
稿
の
多

く
は
七
〇
・
八
〇
年
代
を
初
出
と
す
る
も
の
で
、
九
〇
年
代
や
二
十
一
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
の
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
篇
ず
つ
で

あ
る
。
だ
が
、
特
に
内
容
的
に
古
さ
を
感
じ
る
も
の
は
少
な
い
。
そ
れ
は
、
近
世
仏
教
史
研
究
の
大
家
で
あ
る
圭
室
文
雄
氏
の
手

法
と
同
じ
く
、
膨
大
な
史
料
か
ら
要
点
を
グ
ラ
フ
で
数
量
化
・
可
視
化
し
て
い
る
為
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
云
う
、「
浄
土
宗
関
東
十
八
檀
林
」
と
は
、
本
書
「
序
」
等
に
よ
れ
ば
、
関
東
に
あ
る
浄
土
宗
白
旗
派
の
十
八
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か
所
の
学
問
所
で
、
後
に
僧
侶
の
養
成
機
関
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
芝
増
上
寺
・
小
石
川
伝
通
院
・
下
谷
幡
随
院
・
深
川
霊
巖

寺
・
本
所
霊
山
寺
（
以
上
江
戸
）、
岩
槻
浄
国
寺
（
武
蔵
）、
滝
山
大
善
寺
（
武
蔵
八
王
子
）、
鴻
巣
勝
願
寺
（
武
蔵
）、
川
越
蓮
馨

寺
（
武
蔵
）、
鎌
倉
光
明
寺
（
相
模
）、
瓜
連
常
福
寺
（
常
陸
）、
江
戸
崎
大
念
寺
（
常
陸
）、
飯
沼
弘
経
寺
（
下
総
）、
結
城
弘
経

寺
（
下
総
）、
小
金
東
漸
寺
（
下
総
）、
生
実
大
巖
寺
（
下
総
）、
新
田
大
光
院
（
上
野
太
田
）、
館
林
善
導
寺
（
上
野
）
の
称
で
、

そ
の
内
、
江
戸
に
所
在
す
る
五
カ
寺
を
府
内
（
江
戸
）
檀
林
と
い
い
、
そ
れ
以
外
の
十
三
檀
林
を
田
舎
檀
林
と
称
し
て
区
別
し
た
。

本
書
で
は
特
に
第
一
部
で
田
舎
檀
林
に
つ
い
て
考
察
し
、
第
二
部
で
江
戸
檀
林
中
、
そ
の
首
座
で
あ
る
増
上
寺
と
田
舎
檀
林
の

中
で
も
江
戸
に
近
く
、
田
舎
と
い
う
語
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
鎌
倉
光
明
寺
、
及
び
名
越
派
二
檀
林
の
入
寺
帳
を
考
察
し
て
い
る
。
第

三
部
は
文
字
通
り
、
時
宗
の
学
寮
を
考
察
し
て
い
る
。
書
名
に
は
「
時
宗
檀
林
」
と
出
る
が
、
中
身
は
「
時
宗
学
寮
」
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

同
書
の
「
序
」
を
元
に
、
各
部
各
章
の
概
要
を
約
言
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

第
一
部
第
一
章
で
は
、
関
東
十
八
檀
林
を
中
核
と
し
た
関
東
浄
土
宗
教
団
に
お
け
る
本
末
組
織
の
成
立
過
程
と
そ
の
意
味
を
問

い
、
檀
林
に
よ
る
末
寺
統
制
と
学
寮
運
営
と
の
構
造
的
な
特
質
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

第
二
章
で
は
、
大
巌
寺
檀
林
の
江
戸
後
期
に
お
け
る
実
況
、
寺
領
農
民
の
保
護
と
統
制
、
現
世
利
益
を
含
む
民
衆
教
化
の
諸
相

の
分
析
を
お
こ
な
い
、
檀
林
を
経
営
す
る
住
職
の
能
化
意
識
と
教
化
姿
勢
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

第
三
章
で
は
、
大
念
寺
檀
林
に
つ
い
て
、
そ
の
草
創
か
ら
幕
末
・
近
代
初
頭
の
経
営
危
機
に
至
る
歴
史
的
変
遷
と
、
江
戸
中
期

以
降
に
お
け
る
学
寮
・
所
化
在
籍
の
状
況
、
寺
領
経
営
と
門
前
支
配
、
年
中
行
事
と
学
事
暦
、
教
育
の
実
態
、
民
衆
教
化
の
諸
相

等
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

第
四
章
で
は
、
蓮
馨
寺
檀
林
の
運
営
と
教
育
の
実
態
に
つ
い
て
、
江
戸
中
期
の
お
よ
そ
四
十
年
間
の
、
学
寮
数
と
所
化
数
、
学

事
暦
、
学
寮
の
経
営
、
末
寺
住
職
の
選
任
と
学
寮
の
関
係
等
の
諸
問
題
か
ら
、
田
舎
檀
林
の
実
態
と
構
造
的
弱
点
を
解
明
し
て
い
る
。
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第
五
章
で
は
、
常
福
寺
檀
林
に
お
け
る
学
寮
運
営
と
本
末
関
係
と
の
構
造
的
つ
な
が
り
や
水
戸
藩
の
学
問
奨
励
策
と
藩
内
諸
宗

檀
林
の
動
向
に
つ
い
て
見
届
け
て
い
る
。

補
論
１
は
、
特
に
寺
領
経
営
、
檀
林
財
政
、
檀
林
お
よ
び
そ
の
末
寺
・
支
配
寺
の
住
職
に
関
す
る
規
格
、
末
寺
の
窮
乏
、
住
職

の
質
の
低
下
と
綱
紀
粛
正
等
に
つ
い
て
資
史
料
を
提
示
し
て
い
る
。
な
お
、
副
題
に
あ
る
「
四
檀
林
」
と
は
、「
増
上
寺
を
除
い

て
、
常
陸
江
戸
崎
大
念
寺
・
武
蔵
岩
槻
浄
国
寺
・
下
総
結
城
弘
経
寺
・
下
総
生
実
大
巌
寺
の
四
カ
寺
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
田
舎
香

衣
檀
林
で
あ
る
」
と
の
記
述
が
あ
る
（
同
書
二
一
五
頁
）。

補
論
２
で
は
、
檀
林
教
育
に
と
っ
て
重
要
な
法
問
と
講
釈
の
種
類
や
位
置
づ
け
、
執
行
方
法
、
法
問
の
内
容
等
を
明
ら
か
に
す

る
一
方
、
時
代
の
推
移
に
よ
り
学
事
停
滞
等
、
檀
林
風
儀
が
衰
微
し
て
い
く
状
況
を
見
届
け
て
い
る
。

第
二
部
第
一
章
で
は
、
増
上
寺
所
蔵
「
入
寺
帳
」
の
遺
存
状
況
を
提
げ
て
入
寺
（
修
学
）
制
度
の
概
要
を
示
し
、「
入
寺
帳
」

を
使
用
し
て
増
上
寺
な
ら
び
に
江
戸
檀
林
、
そ
し
て
田
舎
檀
林
の
「
年
次
（
月
）
別
入
寺
状
況
一
覧
」
を
作
成
し
、
入
寺
者
数
の

傾
向
を
読
み
取
っ
て
い
る
。

第
二
章
で
は
、
鎌
倉
光
明
寺
所
蔵
『
入
寺
帳
』
を
数
量
的
に
分
析
し
て
い
る
。

第
三
章
で
は
、「
名
越
派
」
専
称
寺
・
円
通
寺
両
檀
林
の
実
況
に
つ
い
て
、『
入
寺
帳
』
を
使
っ
て
入
寺
動
向
等
を
分
析
し
、
併

せ
て
名
越
派
檀
林
の
特
徴
を
探
っ
て
い
る
。

第
三
部
第
一
章
で
は
、
時
宗
学
寮
（
藤
沢
・
京
都
七
条
・
浅
草
）
の
設
置
の
時
期
や
経
緯
、
本
山
と
の
関
係
、
僧
侶
の
学
籍
簿

で
あ
る
「
大
衆
帳
」
の
記
載
例
を
示
し
、
そ
の
分
析
を
通
し
て
学
寮
の
実
態
に
迫
っ
て
い
る
。

第
二
章
で
は
、
各
宗
に
お
け
る
入
寺
の
条
件
を
『
諸
宗
階
級
』
に
よ
り
確
認
し
、
学
寮
生
活
の
諸
相
を
明
ら
か
に
し
、
学
寮
間

の
転
籍
の
状
況
、
四
条
派
（
金
蓮
寺
）
所
化
の
遊
行
派
（
藤
沢
学
寮
）
へ
の
受
け
入
れ
要
請
と
そ
の
背
景
を
探
る
（
こ
こ
で
留
意

す
べ
き
は
、
相
模
藤
沢
清
浄
光
寺
で
あ
っ
て
、
四
条
道
場
金
蓮
寺
近
隣
の
七
条
道
場
金
光
寺
で
は
な
い
事
で
あ
ろ
う
）。
最
後
に
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延
享
五
年
の
「
学
寮
条
目
」
と
「
両
本
山
条
目
」
を
使
用
し
て
時
宗
僧
侶
の
位
階
昇
進
な
ら
び
に
住
持
成
（
住
職
に
成
る
こ
と
）

の
制
度
を
確
認
し
て
い
る
。

巻
末
の
史
料
紹
介
は
、
第
三
部
第
二
章
で
用
い
た
甲
府
一
蓮
寺
所
蔵
『
学
寮
条
目
』
と
『
両
本
山
条
目
』
を
掲
載
し
て
い
る
。

著
者
に
と
っ
て
、
時
宗
学
寮
史
研
究
の
事
始
め
に
相
当
す
る
出
会
い
と
な
っ
た
史
料
、
だ
そ
う
で
あ
る
。

で
は
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
述
べ
て
い
こ
う
。
本
書
の
意
義
は
、
京
都
・
江
戸
の
首
都
に
お
け
る
そ
れ
で
は
な

く
、
地
方
の
田
舎
檀
林
を
主
眼
と
し
て
い
る
所
に
あ
る
。
勿
論
、
同
じ
文
脈
で
、
規
模
の
圧
倒
的
に
小
さ
い
時
宗
を
採
り
上
げ
た

所
も
そ
う
で
あ
ろ
う
。

第
一
部
で
は
、
依
拠
し
た
主
た
る
史
料
と
し
て
各
寺
院
の
『
日
鑑
』
を
挙
げ
、
著
者
自
身
が
翻
刻
に
携
わ
っ
た
自
坊
の
生
実
大

巌
寺（

（
（

と
岩
槻
浄
国
寺（

（
（

に
つ
い
て
は
刊
行
が
完
了
し
て
お
り
、
増
上
寺（

（
（

、
川
越
蓮
馨
寺（

（
（

、
江
戸
崎
大
念
寺（

（
（

に
つ
い
て
は
刊
行
中
で
あ

る
、
と
し
て
い
る
。
評
者
と
し
て
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、
二
、
三
の
事
例
を
加
え
た
い
。
例
え
ば
鴻
巣
勝
願
寺
を
例
に
挙
げ
れ
ば
、

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
一
～
十
二
月
分
の
「
勝
願
寺
日
鑑
」
が
、『
鴻
巣
市
史
』（

（
（

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
小
金
東
漸
寺
に
は
、『
日
鑑
』
で
は
な
い
も
の
の
古
文
書
が
、『
松
戸
市
史
』
史
料
篇
六
「
東
漸
寺
史
料
」（

（
（

に
収
め
ら
れ

て
お
り
、「
檀
林
関
係
」
の
見
出
し
も
あ
る
。

本
書
で
の
詳
述
は
な
い
が
、
飯
沼
弘
経
寺
に
つ
い
て
は
近
年
、
小
野
威
人
氏
に
よ
る
一
連
の
論
稿
も
発
表
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
勿
論
、

小
野
氏
も
本
書
第
一
部
第
二
章
の
原
型
と
な
っ
た
論
文
を
参
考
文
献
に
明
示
し
て
い
る
。

更
に
言
え
ば
、
檀
林
以
外
の
関
東
有
力
寺
院
の
史
料
を
用
い
て
自
説
を
補
強
し
て
貰
い
た
い
、
と
の
希
望
も
あ
る
。
例
え
ば
、

「
白
龍
山
（
林
西
寺
）
日
記
録
」
が
『
越
谷
市
史
』（

（1
（

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
東
北
地
方
で
は
白
河
常
宣
寺
の
御
用
留
大
意（

（1
（

が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
東
海
地
方
の
大
坊
、
大
樹
寺
に
関
し
て
も
『
大
樹
寺
文
書
』（

（1
（

が
出
版
さ
れ
た
。
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さ
ら
に
、
京
都
教
団
、
就
中
、
総
本
山
知
恩
院
の
『
日
鑑
』（

（1
（

を
用
い
れ
ば
、
対
幕
府
だ
け
で
な
く
、
綸
旨
以
外
の
対
朝
廷
交
渉

の
一
端
が
知
れ
る
と
愚
考
す
る
。
そ
し
て
、
教
団
内
に
お
け
る
関
東
と
関
西
の
支
配
・
指
揮
系
統
解
明
の
一
助
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
史
料
に
も
目
配
り
し
て
頂
き
な
が
ら
、
著
者
に
は
是
非
続
編
を
紡
い
で
戴
き
た
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、（
近
世
）
浄

土
宗
教
団
史
は
、
知
恩
院
・
増
上
寺
が
主
要
な
研
究
対
象
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
れ
に
関
す
る
論
稿
も
多
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
特

に
増
上
寺
（
お
よ
び
蓮
馨
寺
）
に
就
い
て
は
宇
高
良
哲
氏
の
翻
刻
・
研
究
が
光
る
。
だ
が
、
こ
と
関
東
に
関
し
て
は
、
増
上
寺
を

含
む
十
八
檀
林
を
総
体
と
し
て
研
究
し
、
な
か
ん
ず
く
田
舎
檀
林
を
そ
の
中
心
に
据
え
た
事
例
は
、
著
者
を
嚆
矢
と
し
て
他
に
は

類
例
無
く
、
独
壇
場
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

第
二
部
で
は
、
増
上
寺
と
光
明
寺
の
『
入
寺
帳
』
を
基
に
数
量
的
分
析
を
試
み
て
い
る
。
た
だ
、
本
文
中
に
「
入
寺
帳
残
存
状

況
比
較
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
（
本
書
二
九
九
～
三
〇
〇
頁
）、
余
り
に
も
字
が
小
さ
く
、
こ
れ
な
ら
ば
判
型
を
Ａ
五
判
で
は

な
く
Ｂ
五
判
に
す
る
な
り
、
こ
の
箇
所
は
拡
大
し
て
折
り
込
み
に
す
る
等
の
方
途
で
読
者
の
便
に
供
す
る
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
、
と
思
わ
れ
た
（
無
論
、
コ
ス
ト
の
問
題
も
存
す
る
が
）。
ま
た
、
表
組
は
縦
書
き
で
は
無
く
、
横
書
き
が
見
や
す
い
と
も

愚
考
す
る
。
僅
か
な
瑕
疵
で
は
あ
る
が
、
気
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。
本
文
に
「「
入
寺
帳
」
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
進
め
ら
れ
て

い
る
」
と
の
記
述
も
あ
る
の
で
、
今
後
に
期
待
す
る
。

な
お
、
章
題
な
ら
び
本
文
中
に
、『
入
寺
帳
』
と
「
入
寺
帳
」
の
表
記
が
混
在
し
て
い
る
が
、
評
者
に
は
、
そ
の
弁
別
が
よ
く

わ
か
ら
な
か
っ
た
。
で
は
あ
る
が
、
何
よ
り
も
膨
大
な
デ
ー
タ
を
数
量
化
す
る
試
み
が
、
人
文
科
学
分
野
に
お
い
て
も
必
須
と
な

り
う
る
現
在
の
学
界
状
況
に
先
ん
じ
て
、
既
に
七
〇
年
代
か
ら
地
道
な
入
力
作
業
を
緻
密
に
、
そ
し
て
着
実
に
取
り
組
ん
で
来
ら

れ
た
著
者
の
作
業
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

第
三
部
に
つ
い
て
。
本
部
の
タ
イ
ト
ル
は
「
時
宗
の
学
寮
」
で
あ
り
な
が
ら
、
書
名
に
は
「
時
宗
檀
林
」
と
あ
る
こ
と
に
ま
ず

留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
同
書
の
「
序
」
で
は
、「
時
宗
学
寮
の
研
究
が
進
展
し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
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な
い
」
と
あ
る
が
、
確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。
七
〇
年
代
に
は
既
に
、
大
橋
俊
雄
氏
の
諸
論
考（

（1
（

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
ど
う

で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
八
〇
年
代
に
は
「
大
正
初
期
の
宗
学
林
物
語
」
と
い
う
貴
重
な
証
言
の
発
表
も
あ
っ
た（

（1
（

が
、
九
〇
年
代
の

『
時
宗
入
門
』（

（1
（

に
は
「
学
寮
制
度
の
設
立
」
の
項
が
あ
る
も
の
の
、
入
門
書
と
い
う
位
置
づ
け
の
為
か
、
分
量
的
に
は
け
っ
し
て

多
く
は
な
い
。

二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
刊
行
物
で
あ
る
、
高
野
修
氏
『
時
宗
教
団
史
』（

（1
（

、『
清
浄
光
寺
史
』（

（1
（

に
は
、
近
世
の
教
育
に
つ
い
て

は
詳
述
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
辛
う
じ
て
後
者
に
は
言
及
が
あ
る
。
そ
し
て
近
年
で
は
長
澤
昌
幸
氏
『
一
遍
仏
教
と
時
宗
教

団
』（

（1
（

が
出
版
さ
れ
、
そ
こ
に
は
「
席
講
典
籍
一
覧
」
の
表
が
載
っ
て
お
り
、
本
書
第
三
部
第
一
章
・
第
二
章
の
原
型
と
な
っ
た
論

文
を
参
考
文
献
に
明
示
し
て
い
る
。
こ
の
作
表
や
分
析
も
長
谷
川
氏
の
研
究
手
法
を
援
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
長
谷
川
氏

の
先
駆
的
業
績
が
、
後
代
や
他
宗
の
研
究
に
影
響
を
与
え
て
い
る
証
左
の
一
端
と
な
ろ
う
。

本
書
で
も
こ
の
長
澤
著
作
に
は
言
及
が
あ
る
。
今
後
、
期
待
さ
れ
る
べ
き
事
は
、
長
谷
川
氏
も
長
澤
氏
も
、
共
に
史
料
と
し
て

用
い
た
「
大
衆
帳
」
の
全
面
翻
刻
で
あ
る
。
今
回
、
付
録
と
し
て
「
史
料
紹
介
」
に
そ
れ
が
加
え
て
あ
れ
ば
（
分
量
の
関
係
も
あ

ろ
う
が
）、
文
字
通
り
、
更
に
洛
陽
の
紙
価
は
高
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
。

問
題
点
と
し
て
は
、
先
述
し
た
が
、
浄
土
宗
教
団
に
お
い
て
は
檀
林
制
度
が
確
立
し
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
第
一
部
・
第
二
部

か
ら
も
読
み
取
れ
る
が
、
時
宗
の
場
合
は
近
世
に
お
け
る
用
語
は
あ
く
ま
で
も
「
学
寮
」
で
あ
り
、「
檀
林
」
と
呼
称
す
る
の
は

近
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
本
書
の
命
名
も
多
少
は
考
慮
す
べ
き
で
あ
っ
た
か
、
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
遊
行
（
藤
沢
）
派
以
外
の
他
派
に
つ
い
て
は
、
四
条
派
へ
の
言
及
は
あ
る
も
の
の
、
関
東
で
言
え
ば
当
麻
派
、
京
都
で

は
御
影
堂
・
市
屋
・
霊
山
・
国
阿
の
各
派
の
状
況
も
（
史
料
の
残
存
状
況
も
あ
る
だ
ろ
う
が
）
是
非
言
及
し
て
欲
し
か
っ
た
。
特

に
当
麻
派
は
増
上
寺
と
の
関
係
が
深
く
、
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
合
致
し
た
内
容
と
な
る
筈
で
あ
る
。
更
に
言
え
ば
、
藤
沢
・
浅

草
・
京
七
条
の
立
体
的
な
差
異
を
も
考
察
し
て
戴
け
れ
ば
、
と
も
感
じ
た
。
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最
後
に
、
惜
し
む
ら
く
は
、「
本
書
の
タ
イ
ト
ル
は
「
檀
林
史
の
研
究
」
で
あ
る
が
、
狭
義
の
「
檀
林
教
育
史
」
の
研
究
で
は

な
い
。
む
し
ろ
「
檀
林
寺
院
史
」
の
研
究
と
言
っ
た
方
が
内
容
に
即
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。」（
本
書
ⅱ
頁
）
と
著
者
が
述
べ
る

よ
う
に
、
歴
史
研
究
者
と
し
て
の
著
者
が
上
梓
し
た
本
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
優
れ
た
教
育
者
で
も
あ
る
著
者
の
「
教
育
史
」
の

作
品
も
読
ん
で
み
た
い
、
と
痛
切
に
感
じ
た
。

註（
1
）
長
谷
川
匡
俊
（
は
せ
が
わ
ま
さ
と
し
）。
出
版
当
時
、
淑
徳
大
学
名
誉
教
授
、
大
乗
淑
徳
学
園
理
事
長
、
長
谷
川
仏
教
文
化
研
究
所
所
長
。
浄

土
宗
大
巌
寺
住
職
。
専
門
分
野
は
日
本
仏
教
史
・
日
本
社
会
福
祉
史
・
仏
教
社
会
福
祉
。

（
2
）
長
谷
川
匡
俊
［
編
］『
大
巌
寺
文
書
』
全
五
巻
（
大
巌
寺
文
化
苑
出
版
部
、
一
九
六
九
～
七
二
年
）。
第
四
巻
を
除
き
「
日
鑑
」
を
収
録
し
て
い

る
。

（
3
）
『
岩
槻
市
史
』
近
世
史
料
編
２
「
浄
国
寺
日
鑑
」
上
・
中
・
下
（
岩
槻
市
役
所
、
一
九
八
一
年
）。

（
4
）
宇
高
良
哲
［
編
］『
増
上
寺
日
鑑
』（
文
化
書
院
、
二
〇
〇
一
年
～
）。
現
在
、
六
巻
ま
で
刊
行
。

（
5
）
宇
高
良
哲
・
粂
原
恒
久
［
編
］『
蓮
馨
寺
日
鑑
』（
文
化
書
院
、
二
〇
一
二
年
～
）。
現
在
、
二
巻
ま
で
刊
行
。

（
6
）
淑
徳
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
［
編
］『
浄
土
宗
関
東
十
八
檀
林
大
念
寺
日
鑑
』（
淑
徳
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
、
二
〇
一
八
年
～
）。
本
書
刊
行
時
、

二
巻
ま
で
刊
行
。
本
書
評
執
筆
時
現
在
、
四
巻
ま
で
刊
行
。

（
7
）
鴻
巣
市
市
史
編
さ
ん
調
査
会
［
編
集
］『
鴻
巣
市
史
』
通
史
編
二
「
近
世
」（
埼
玉
県
鴻
巣
市
、
二
〇
〇
四
年
）。
第
十
一
章
「
寺
院
と
神
社
」

第
一
節
「
教
団
仏
教
の
展
開
」（
重
田
正
夫
執
筆
）。

鴻
巣
市
市
史
編
さ
ん
調
査
会
［
編
集
］『
鴻
巣
市
史
』
資
料
編
四
「
近
世
二
」（
埼
玉
県
鴻
巣
市
、
一
九
九
六
年
）。
第
四
章
「
寺
院
と
神
社
」

第
一
節
「
浄
土
宗
檀
林
勝
願
寺
」（
五
）
日
鑑
。
な
お
、
こ
の
日
鑑
翻
刻
掲
載
一
つ
前
の
項
目
「（
四
）
関
東
十
八
檀
林
」
に
は
、
関
連
す
る
文
書

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
特
に
増
上
寺
史
料
編
纂
所
［
編
集
］『
増
上
寺
史
料
集
』
第
一
巻
（
大
本
山
増
上
寺
［
発
行
］・
續
群
書
類
從
完
成
會
［
発

売
］）
所
収
の
「
寛
文
十
一
年
（
一
六
六
一
）
正
月

関
東
諸
檀
林
掟
書
」
を
収
載
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
名
越
派
の
大
沢
円
通
寺
（
栃
木
県
）

と
山
崎
専
称
寺
（
福
島
県
）
も
連
署
し
て
い
る
（
浅
草
霊
山
寺
は
当
時
中
絶
）。
綸
旨
お
よ
び
そ
の
添
［
副
］
状
に
関
す
る
条
文
が
「
拾
七
箇
粂
」
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中
の
四
条
に
見
ら
れ
る
。

（
8
）
松
戸
市
史
編
さ
ん
委
員
会
［
編
集
］『
松
戸
市
史
』
史
料
篇
六
「
東
漸
寺
史
料
」（
松
戸
市
立
図
書
館
、
一
九
九
四
年
）。

（
9
）
小
野
威
人
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
浄
土
宗
檀
林
寺
院
の
人
事
異
動
─
浄
土
宗
紫
衣
檀
林
下
総
国
飯
沼
弘
経
寺
を
例
に
し
て
─
」（『
茨
城
史
学
』

五
〇
号
、
茨
城
県
学
校
教
育
研
究
会
歴
史
部
、
二
〇
一
五
年
）

同
「
江
戸
時
代
以
前
の
下
総
国
飯
沼
弘
経
寺
に
関
す
る
一
考
察
─
天
正
・
慶
長
年
間
（
一
五
七
三
～
一
六
一
四
年
）
の
動
向
を
含
め
て
─
」

（『
上
越
社
会
研
究
』
三
一
号
、
上
越
教
育
大
学
社
会
科
教
育
学
会
、
二
〇
一
六
年
）

同
「
資
史
料
紹
介

浄
土
宗
旧
檀
林
寺
院
に
お
け
る
本
末
組
織
に
関
す
る
考
察
─
飯
沼
弘
経
寺
に
残
る
開
山
忌
関
連
史
料
か
ら
見
え
て
く
る
も

の
─
」（『
頸
城
野
郷
土
資
料
室
学
術
研
究
部

研
究
紀
要
』
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
３
／
Ｎ
Ｏ
・
４
、
二
〇
一
八
年
）

（
10
）
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）、
安
政
七
＝
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）、
文
久
四
＝
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
の
「
白
龍
山
（
林
西
寺
）
日
記
録
」
が

『
越
谷
市
史
』
第
四
巻
「
史
料
二
」（
越
谷
市
役
所
、
一
九
七
二
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
見
出
し
が
「
白
龍
山
日
記
録
」
な
の
で
、
林

西
寺
の
日
記
録
と
は
一
見
で
は
わ
か
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
埼
玉
県
［
編
集
］『
新
編
埼
玉
県
史
』
資
料
編
一
八
「
中
世
・
近
世
」
宗

教
（
埼
玉
県
、
一
九
八
七
年
）
の
別
冊
『
県
内
主
要
宗
教
関
係
既
刊
史
料
目
録
』
の
リ
ス
ト
に
「「
白
竜
山
日
記
録
（
林
西
寺
日
鑑
）」（『
越
谷
市

史
』
四

史
料
二
所
収
）」
と
あ
っ
た
の
で
判
明
し
た
程
で
あ
る
。
な
お
、
浄
土
宗
に
は
白
旗
・
藤
田
・
名
越
の
関
東
三
派
が
あ
っ
た
が
、
こ
の

林
西
寺
は
も
と
藤
田
派
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
同
寺
を
採
り
上
げ
る
意
義
は
あ
ろ
う
。
但
し
、
そ
れ
に
は
、
同
寺
に
現
存
す
る
二
十
九
年
分
は

あ
る
と
い
う
日
鑑
の
翻
刻
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
11
）
足
立
俊
雄
『
徳
川
時
代
末
期
の
地
方
寺
院
の
あ
り
よ
う
』（
私
家
版
、
一
九
七
三
年
）
で
白
河
常
宣
寺
の
文
政
七
～
十
、
安
政
五
～
六
、
文
久

四
年
の
御
用
留
大
意
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
同
寺
の
記
録
に
は
、
遊
行
上
人
が
一
遍
ゆ
か
り
の
白
河
関
滞
在
時
の
交
流
を
物
語
る
史
料
も
あ
る
。

（
12
）
岡
崎
市
史
料
叢
書
編
集
委
員
会
［
編
集
］・
岡
崎
古
文
書
研
究
会
［
編
集
協
力
］『
大
樹
寺
文
書
』
上
・
下
（
岡
崎
市
、
二
〇
一
四
・
二
〇
一
五

年
）。
下
に
は
「
日
鑑
」
全
十
四
巻
を
収
録
し
て
い
る
。

（
13
）
水
野
恭
一
郎
・
中
井
真
孝
［
監
修
］・
総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
［
監
修
・
編
集
］『
知
恩
院
史
料
集
』
日
鑑
・
書
翰
篇
一
～
二
十
、
日
鑑
篇

二
十
一
～
（
総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
、
一
九
七
四
年
～
）。
現
在
、
三
十
三
巻
ま
で
刊
行
。

（
14
）
大
橋
俊
雄
「
時
宗
に
お
け
る
学
寮
に
つ
い
て
─
七
条
道
場
を
中
心
と
し
て
─
」（『
時
衆
研
究
』
六
〇
号
、
時
宗
文
化
研
究
所
、
一
九
七
四
年
）、

同
『
一
遍
と
時
宗
教
団
』（
教
育
社
〔
歴
史
新
書
〈
日
本
史
〉
一
七
二
〕、
一
九
七
八
年
）。

（
15
）
高
田
恒
阿
「
大
正
初
期
の
宗
学
林
物
語
」（『
時
宗
教
学
年
報
』
十
七
輯
、
時
宗
教
学
研
究
所
、
一
九
八
九
年
）。
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（
16
）
時
宗
教
学
研
究
所
［
編
集
］『
時
宗
入
門
』（
時
宗
宗
務
所
、
一
九
九
七
年
）
の
一
「
時
宗
の
歴
史
と
文
化
」
に
は
、
長
島
尚
道
氏
執
筆
の

「（
九
）
時
宗
宗
学
林
」
の
節
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
学
寮
制
度
の
設
立
」
の
項
が
あ
る
。

（
17
）
高
野
修
『
時
宗
教
団
史
─
時
衆
の
歴
史
と
文
化
─
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
18
）
清
浄
光
寺
史
編
集
委
員
会
［
編
集
］『
清
浄
光
寺
史
』（
藤
沢
山
無
量
光
院
清
浄
光
寺
（
遊
行
寺
）、
二
〇
〇
七
年
）。
同
書
第
五
章
「
明
治
期
以

降
」
に
は
、
高
野
修
氏
執
筆
の
第
三
節
「
宗
学
林
の
確
立
」
が
あ
る
。

（
19
）
長
澤
昌
幸
『
一
遍
仏
教
と
時
宗
教
団
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
七
年
）。
本
紀
要
前
号
で
書
評
を
試
み
た
。

（
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
、
国
府
台
女
子
学
院
高
等
部
教
諭
）


